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士宮市付近)の地質及地下水の概略富士山西南麓(

宏野

!こめじ(-;J:. 

単に述べる O(富士宮市付近〉の地質及び地下水について

の西南麓端にあたるため、富士宮市浅間神社、淀師、猪之頭、白糸湧水等々の富この地域は

lUの伏流水が湧水ずる所が多く点在する。

水として利用される傾向にある。その近年この地域には工場が多く進出し、これらの湧水が

も近年変化を生じており、今後地域総合開発について問題を含んでいる。湧水地のため、
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また地形図は第 7図調査地域は第 1国の案内図に示した。

に示した Q

の西端を経て、北から南東方向に流この地域は、

山山麓斜面と、北東部れるj関井)11によって地形

西の丘陵地域とに分けられる O この潤井)11に沿っては断層

(大宮断層推定〉が走っている o

南に約 1/20の勾配で広がる、緩傾斜山麓斜面は2-1 

地であり、斜面の末端は潤井)11の沖積地に連なっている O
作
"
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V

から集このすそ野と沖積地の接触点(山ろく線〉には、

し‘ここには多くの著名な湧落(集村〉が列をなして発

o ZOKrn 
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、淀師等々〉が点在している Q(湧泉

この山ろく線を境にして、上部は畑、林等に下部は水田に

利用されている。

その下には、溶岩流く、一般にこの地域の山麓斜面は広く、火山砂操に被われている O この

そのため地表には帯状の回出を伝えている O 谷はこの由凸に沿って放射状に発達しが広がっている、

しかし、古期泥流(後述〉が分布する富士宮市北東(村ているが、常時は殆んど潤沢となっている O

山付近〉の数条の谷だけは常時流水を有する O

南西部の丘陵は潤井)11と芝川および富士JlI下流との間にはさまれ、約3Kmの巾をもって北西か2 -2 

この丘陵地は北西側に位置する標高 200m前後の羽鮒丘陵を標高 150m

この両丘陵の境の谷には安居山断層(推定〉が発達する。
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前後の星山丘陵との 2つに分けられる O

なっている Oら南東方向



に延びている。るまでの糸続きの丘稜は北方の

沢又は小)1[となっていこれらの谷は現在、される O化石谷が見いの明には

るの地下水ものであり、の古地形をこの化石谷るO

がかりとなる O

しているOのi下流の谷には 2'"'"' 3 J11下流およJ注

)[1の砂磯及び沼沢には、のるOi沿いには、沖積地2 -3 

えられる O またに堰止湖が出来たためと

している Oし、地形に変化を井)11には 2つ
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3-1 

この地域では、

ν 

とし、その西側の山地を形成

い地

は径 10 cm内外の円磯からなる毘

もこの地域ではから構成され、

である O
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る
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これらの地層は、入山衝上断層の東側に分布し、

この関係は羽鮒いに整合関係にある。lまこの 3

2図に示したよi麗下において、丘陵の

は羽

よって鑑認される O

このうち、特に別所磯層(務原磯麗

うに連続

鮒丘陵の東傾面において帯状に、また

土)11岸の巌下に分

これらの丘

陵下の富士)11工業

用水隆道工事(昭

このこと

陵の基盤岩となっ
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山西南麓地域の地質断

地質時代 | 地

沖

この地域にて、縄文早期から前期にかけての遺
物が出土する。

ム中
V
V
4

・
世

この間

関東地方に関東ロー

山断層が起ったo-

を生成する O質泥流

洪 世
松野地方に鷺1問機層が堆積、
明星山(地形図参照〉上にその

大丸、金丸等の岩淵火山群活動

地区では

をのこす3

石レレ物植び及石レし貝て近付務部
。
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一
淵
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岩

部上
世新鮮

務原磯岩龍(蒲原磯層下部麗〉
こグ3 は、 、に整合関係にある O

この間に入山断層が存在するo (不整合〉

下部(又は i浜
中新世上部〉

岳磯

和35年〉によって確認されている O この腐は主に 5cη1内外の円磯と中、粗砂からなる砂磯層でありも下部

層付近では砂層、泥層、凝灰岩躍を含む。特に古田部落の谷では、兵化石、植物化石を含む露頭が確認され

たO画結度は比較的高く新鮮露頭ではブ、ルドーザーでこれをやっと切り取っている O

本層の地質構造は入山断層付近で走向 NS、傾斜垂直、別所付近で走向 N20""30官、傾斜40 ，...， 

50 SWと複雑である。

3 -3 古富士集塊泥流

おもに羽i瞬、星山間丘陵の上部の大部分を構成している O この続きは羽鮒丘陵北端から北方の白糸

猪之頭に至るまで帯状に延び富士溶岩流の関に島の様に残された丘陵と芝川谷西)11の第三紀山地に接

する段丘を形成している。この泥流の一部は、潤井川の東側、すなわち富士宮市東部の富士根及び元

村山から下方の斜面にも分布しているo (地質!翠参照)

によると本層は、現在の 令官令丘i

富士山体を構成する富士火山噴出物
事

のうち最も古い溶岩に覆われており、

しかもそれ以前に可成り浸蝕を受け

ているので現在の富士山より以前に

活動した火山の噴出物とされ、これ

を古富士火山という O

H、歌義の奮土民ム l-b，o露士夫ゐ K I~設デ殺文必 工岩端象品彦別所球辱
I基盤芳三主ミ場 土審法可 弘l点な了文 句.靖守川
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これら上記の関係は前国の富士火山の模式的断面関 1940 ) したO

この古富士火山は海抜二千数百メートノレの大火山と考えられも新期の富士山はその

生長している O

く て

この火山の泥流はこぶし大ないし人頭大の黒色無斑晶玄武岩質の角擦が火山灰ないし火山砂によっ

て雑然と盟結されている O 盟結度はかなり高く撲と火山灰との部分は容易に離れにくい。このように

が激密堅硬であるため、不透水層となって富士山伏流水の支盤岩となっている O

また前述したように星山@羽鮒丘陵の上面は、この泥流の堆額面であり、この台地面が富士火山山

の延長であると考えると、荷台地の潤井J/l谷に断層〈大宮断震)、また向丘陵の

境界の低地に沿ってほぼ南北にそう断層〈安居山断層)が存在するものと判断される O

これらの関係については、第8留の地質断面図を参照されたい。

3 -4 富士火山噴出物

古富士火山の噴火が終り、その後その表面が浸蝕を受けかな9の起伏面を呈した墳、新富士火山

(挟義の富士火山〉が活動し、多量の溶岩を上記の起伏面に沿って何磨も流出したO この富士山西南

(上井出~富士宮~薦問)に広がり、一部は芝J/I、富士)11谷に流れこみ、遠く東海道線鉄橋下

に達している O

によると、これらの溶岩流は地質図に示したように 10数種に区分される O これらの漆岩

類は主としてオリーブ石玄武岩ないしオリーブ石輝石玄武岩で、これらはいずれも亀裂が多く、とく

に下底は柱状節理等で非常にブロック化した部分が多く、水理地質学的には透水躍であると判断され

るO これらの溶岩は (1940)によれば、およそ次表のような顕序で流下したものとされて

し1る。
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これら各溶岩量については地質問を参照されたい。ここでは地下水に関係する

て簡単に説明する O

〔大

につい

この溶売は富士宮市街地付近に扇状の広がりをもって分布する O は大部分新期火山砂磯によっ

て覆われている O 熔岩の一部は、更に潤井)11を横切って、野中付近において星山丘陵の斜面によって

止まったが、なおその一部は安居山断層によって作られた谷、すなわち羽鮒@星山丘陵の境の谷に沿

って南流し、富士)11岸の沼久保まで達している O この熔岩はこの付近においての各熔岩の一番下部に

あたる O このことから当時、現在の潤井)/1に相当する111がこの安居山断層沿いの谷沿いに南流し、

士)11に、出ぎこんでいたと判断され、付近の地下水について重要な手がかりとなる O

なお、本溶岩は岩淵熔岩に類似し、誼径 1--1.5cmの亜灰長石斑品を含むオリ

〔沼久保溶岩〕

である O

この溶岩は大宮溶岩の間側を富士宮市外神から甫に約 1Kmの巾をもって流下し、大宮町間端におい

て潤井)11を横切り、大宮溶岩と同様に羽鮒@星山丘陵の境の谷に沿って南流し、富士川岸におい

をなして接している O ここでは、現在石材を採取しており、見事な柱状節理が見られる O

〔麗野風穴溶岩〕

この溶岩は富士宮市北山~天母山の潟西麓に広く分布し、この一部は富士宮市の西、青見付近の羽

鮒丘陵東端沿いの魚斜面下に帯状に

3 -5 新期火山砂

している O

は富士火山山麓斜面および星山丘陵の化石谷に分布する O

この}曹は、富士火山噴出物の二次的堆積物であり、との付近では、

状地状に山麓斜面に広く堆積している O

の

本暦は、 による では、径 1，....， 10C7nの

り構成されており、透水性は非常に高いと判断された O

ヰ 地下水について

を癒し

と粗砂によ

、すなわち、この地域は古富士火山(吉富士集塊質泥流)の浸蝕地形の上に新期火山噴出物

(挟義の富士火山)が援っている。そのため地下には!日河床(/日谷〉が存在し、その谷(埋積谷〉に

沿って水量豊富な水脈が形成されている O

このような条件のところの地下水調査方法については、一般に下記に示す計画および方法がなされ

る O

第一段階、 よる地形、地 、地形調査、地表地質調査及び井戸、既存ボーリング

資料集め、湧水地の水量調査等々である O

(このうち、湧水量調査の一例を次閣に示した o ) 
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不透水として分布する(地下水について)上記のうち、当地域4 -2 

である O 従って富士山斜面に

に浸み込み地下水となっ

火フ

った雨の大部分が地

これであ功、

の地下谷(埋積谷〉に沿って流下

している O

う溶岩流下部の亀裂

この様な状態は自糸の諸において、下図の模式図に示すような教科書的な露頭が直接観察

地下水の賦存しているところは、谷誌の古富士泥流の風化部及びこれを

間である。

山麓斜面と沖

積面との境、すなわち

4 -3 
よ

s
O

ロ必

十

ト

山

〉
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-bOJi 
O 、、

( þ~;t:;:足与え)

山麓線に沿って多くの

湧水地点が存在する O

これは古富士火山泥流の化石谷(埋積谷〉が地表にあらわれたためである O また、古富士火山泥流が

直接地表に分布するところでは(富士宮市南東部〉少量であるが、常時流水を有する。
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として示し、また は地形図第7閣に

!I 浅間神社

宮駅付近

4 4 この地域 するおもな断層は下

!I 

!I 

" 
石原

杉田

沼久保

のとおりである O この断層の位置について

は第 2留に示した O

〔入山衝上断扇〕

由比)1Iの)11日から、ほぼ北に延び富士川を

横切り(芝川町古田部落付近〉さらに芝J/I谷

を上流に上っている Oこのため商側の高い第三

山地と、東側の山麓、丘陵との間に高度

びに地形の変化をあたえている O

山断層、海抜約300m前後の羽鮒丘陵

と海抜 170m前後の星山丘陵との境の谷に沿

い、富士)11を横切‘って松野の山地まで影響を

えている O このため両丘陵はその高度にお

いて 130m の差を生じている O

!/ 

!/ 

" 

羽鮒丘陵の平坦面地形から考察するとこの

は吉富士火山泥流が流下した後、すぐ生

じたものであろう O

この断層活動後、新規火山の溶岩流(沼久

保溶岩〉

断される o

〔大宮新麗〕

羽鮒@星山両丘陵の東側斜面下、すなわち沖積地と接する線に沿い、孤状に走っている O 現在ここ

には潤井)[1が南流している O この断麗が生じたのは安居LU断層以降と考えられる O 特に星山丘陵の平

坦面には集塊質泥流出をきざんで数条の明瞭な化石谷が存在し、富士JII岸に達している。これら化石

うまで、当時、 1筒井JlIに相当する)11がこの断層谷を南流し、 川に流入していたと判

谷の堆積物を富士)[1岸の露頭にて観察すると、その基底が富士JI!同床面より上位と下位に分けられる。

この断層に切られたこれら化石谷の延長である東側の谷は、富士山麓に放射状に連なり富士火山噴

出物、溶岩に覆われている場合が多い。

また、富士宮市阿宰地におけるボーリング資料によると深度 55m (標高 160mの地点〉以深に

原機層上部(別所磯層〉が分布することが確認されている O このことから判断するとこの断膚の落差

は約 100m前後と考えられる O

なお、その後富士火山溶岩流(入山瀬溶岩等〉が流下し、星山丘陵窟下まで広がった時代にも

西南能の谷はやはり農山丘陵を横切って、 )11へ流入していたものと考えられる O これらの谷のー
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部は最近ま

4 5 

していたものと考えられる O

の化石谷について

当地域における瀦々 、その他を総合すると (イヒ石谷)は

7図に示した擦になる O

(a) 当地域の最大の埋積谷は、貫関(ボーザング〉→宮諒(ボーリング〉→淀師(湧水〉ザ〔一部浅

関神社の湧玉の湧水〕→身延線西富士宮駅西側付近(湧水〉→福伝(湧水〉

→沼久保の富士JlI岸(湧水〉の一連のコースが考えられる O このうち湧水地点はいずれも沖積面の

低部に位置している O これらは帯状の沼久保溶岩に覆われており、地下水はこの基底部を流下して

いると判断される O

(b) この地域

紛富士宮市

の多い淀部には新屋→塚本一争中111原→淀師の埋積谷の地下水も関係する O

見の湧水においては、その理績谷を羽鮒丘陵東側斜面下に追跡される O

(d) 浅間神社湧玉の湧水を供給する

昭和 25年県及び富上宮市で実施し

上流へ前々木~二叉村落へと追跡できる O この 谷は

により、 集塊質泥流面〉 ;ð~ 

調査されて明らかになったものである。この図の を第9図に示した O

富士宮市北部において東西方向、すなわち芝)11から山富村落ま‘での約8I旬開の模式的地質断面図を

下関に示した O

この図から (ゆ(c)(d)の埋積谷と溶岩流と地下水との について容易に判断されよう O

(静両県立 等学校〉
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